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催馬楽における「同音」の実感 : 催馬楽曲
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拙
稿
「
催
馬
楽
成
立
研
究
の
可
能
性
ｌ
「
二
重
の
同
音
性
」
を
手
掛

（
２
）

（
３
）

か
り
に
」
で
は
、
催
馬
楽
に
お
け
る
「
一
一
重
の
同
音
性
」
を
詳
細
に
検
討

す
る
こ
と
が
、
催
馬
楽
の
成
立
事
情
を
解
明
す
る
た
め
の
糸
口
と
な
り
得

る
こ
と
を
述
べ
た
。
「
二
重
の
同
音
性
」
は
、
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内

の
同
音
」
と
「
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
催
馬

楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
」
と
は
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
に
お
け
る

あ
る
曲
と
あ
る
曲
の
旋
律
の
一
致
関
係
を
指
し
、
律
歌
に
三
グ
ル
ー
プ
、

（
４
）

呂
歌
に
七
グ
ル
ー
プ
の
同
音
グ
ル
ー
プ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
」
と
は
、
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
の
あ
る

（
５
）

曲
と
、
催
馬
楽
曲
と
の
間
の
旋
律
の
一
致
関
係
を
指
し
、
林
謙
三
に
ょ
っ

「
〈
６
）

て
、
一
八
組
の
同
音
組
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
同
二
日
に
つ
い
て

も
、
催
馬
楽
の
成
立
事
情
や
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
拡
大
経
緯
を
知
る
上
で
、

〈
論
文
〉

催
馬
楽
に
お
け
る
「
同
音
」
の
実
感

（
１
）

｜
、
は
じ
め
に ｌ
催
馬
楽
曲
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
距
離
感
を
探
る
Ｉ

重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
一
一
重
の
同
音
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
林
謙
三
、

（
７
）

（
８
）

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
ー
カ
ム
に
よ
る
検
証
が
行
わ
れ
て
き
た
。
「
一
二
五
要
録
」
、

（
９
）

「
博
雅
笛
譜
」
等
の
古
楽
譜
に
よ
り
旋
律
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
示
さ

（
、
）

れ
た
同
音
関
係
に
つ
い
て
は
、
概
ね
信
用
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
同
音
」
が
、
は
た
し
て

ど
の
程
度
「
同
じ
」
な
の
か
。
実
際
に
耳
で
聞
い
て
「
同
じ
」
で
あ
る
と

わ
か
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
紙
上
に
示
さ
れ
た
結
果
だ
け
を
見
て
も
、

あ
る
い
は
五
線
譜
に
示
さ
れ
た
音
符
の
並
び
や
、
一
致
率
の
算
出
結
果
だ

け
を
眺
め
て
い
て
も
、
そ
れ
を
、
感
覚
的
な
理
解
に
結
び
つ
け
る
の
は
困

難
、
と
い
う
人
も
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
二
種
の
同
音
の
う
ち
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
」

に
つ
い
て
は
、
比
較
的
容
易
に
感
覚
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
旋
律
の
歌
を
、
詞
章
を
替
え
て
歌
え
ば
、
〈
更
衣
〉
は
く
何
為
〉
に

（
、
）

な
り
、
《
新
年
》
が
《
安
名
尊
》
に
な
る
。

本
塚
亘
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催馬楽における「同音」の実感

「
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
」
に
つ
い
て
、
「
同
音
」
が
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か
を
考
え
る
材
料
と
し
て
、
ま
ず
は
「
古

今
著
聞
集
」
巻
第
六
、
管
絃
歌
舞
第
七
の
、
「
大
宮
右
府
俊
家
の
唱
歌
に

（
吃
）

多
政
方
舞
を
仕
る
事
」
の
記
事
を
引
用
す
る
。
こ
こ
で
は
高
麗
楽
曲
〈
地

久
〉
（
高
麗
双
調
）
と
催
馬
楽
と
の
同
音
関
係
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

一
方
「
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

唐
楽
・
高
麗
楽
が
管
絃
に
よ
る
器
楽
曲
で
あ
る
の
に
対
し
、
催
馬
楽
は
歌

が
主
体
の
音
楽
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
同
じ
旋
律
で
演
奏
さ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
直
感
的
に
捉
え
が
た
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
代
の
我
々
に
と
っ
て
把
握
し
が
た
い
「
同
音
」

と
い
う
概
念
を
、
古
来
人
々
は
ど
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
た
の
か
、
特
に

「
唐
楽
曲
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
」
に
つ
い
て
、
一
体
ど
の
よ
う
に
「
同

音
」
が
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
音
楽
説
話
、
楽
書
、
物
語
や
仮
名
日
記

の
類
か
ら
検
証
し
て
い
く
。
ま
た
、
あ
る
曲
と
あ
る
曲
が
「
同
音
」
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
、
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
催
馬
楽
や
唐
楽

曲
の
演
奏
法
に
則
し
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

髄
吟
抄
ニ
ハ
堀
河
右
府
頼
宗
也
云
々

い
づ
れ
の
比
の
事
に
か
、
大
宮
右
大
臣
殿
上
人
の
時
、
南
殿
の
式
」

く
ら
ざ
か
り
な
る
こ
ろ
、
う
へ
ぶ
し
よ
り
、
い
ま
だ
装
束
も
あ
ら
た

め
ず
し
て
、
御
階
の
も
と
に
て
、
ひ
と
り
花
を
な
が
め
ら
れ
け
り
。

か
す
み
わ
た
れ
る
大
内
山
の
春
の
曙
の
、
よ
に
し
ら
ず
心
す
み
け
れ

二
、
中
世
の
音
楽
説
話
等
に
お
け
る
同
音
の
意
識

（
旧
）

催
馬
楽
を
歌
っ
た
の
は
大
宮
右
大
臣
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
一
一
）
、

高
麗
楽
の
舞
を
舞
っ
た
の
が
、
陣
直
を
つ
と
め
た
近
衛
楽
人
、
多
政
方
（
～

〈
Ｍ
）

一
○
四
五
）
で
あ
Ｚ
や
。

早
朝
、
ま
ず
藤
原
俊
家
が
、
南
殿
の
満
開
の
桜
に
感
動
し
、
扇
を
笏
拍

（
応
）

子
代
わ
ぃ
ソ
に
し
、
催
馬
楽
呂
歌
の
〈
桜
人
〉
を
歌
う
こ
と
数
反
（
①
）
。

す
る
と
、
〈
桜
人
〉
の
歌
を
聞
い
た
多
政
方
は
、
桜
の
木
の
下
に
進
み
出

て
、
そ
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
高
麗
楽
の
舞
楽
曲
で
あ
る
〈
地
久
〉
破
の

舞
を
舞
う
（
②
）
。
こ
れ
は
、
〈
地
久
〉
破
が
〈
桜
人
〉
と
同
音
関
係
に
あ

る
こ
と
を
う
け
て
の
、
政
方
の
機
知
で
あ
る
。

ま
た
、
舞
が
終
わ
っ
て
政
方
が
一
旦
退
場
し
よ
う
と
す
る
と
、
再
び
俊

（
胴
）

家
が
、
同
じ
く
催
馬
楽
ロ
ロ
歌
の
〈
蓑
山
〉
を
歌
う
（
③
）
。
す
る
と
、
政

方
は
、
そ
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
〈
地
久
〉
急
の
舞
を
舞
う
（
④
）
、
と
い

う
場
面
で
あ
る
。
俊
家
が
〈
蓑
山
〉
を
歌
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
政
方
の

舞
う
〈
地
久
〉
破
を
受
け
て
の
こ
と
で
、
〈
蓑
山
》
が
〈
地
久
〉
急
と
同

音
関
係
に
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
、
こ
ち
ら
は
俊
家
の
機
知
で
あ
る
。

を
う
た
は
れ
け
れ
ば
、
政
方
又
立
帰
て
④
同
じ
急
を
舞
け
る
。
お
は

り
に
花
の
し
た
枝
折
て
の
ち
、
お
ど
り
て
ふ
る
ま
ひ
た
り
け
る
事
也
。

こ
の
事
、
い
づ
れ
の
日
記
に
み
え
た
り
と
は
し
ら
ね
ど
も
、
古
人
申

伝
て
侍
り
。

曲
を
数
反
う
た
は
れ
け
る
に
、
多
政
方
が
陣
直
つ
と
め
一

が
、
歌
の
声
を
き
画
て
、
花
の
も
と
に
す
風
み
い
で
国
、

ば
、
高
欄
に
よ
り
か
図
り
て
、

る
。
舞
は
て
、
入
り
け
る
時
、
〈
桜
人
〉
を
あ
ら
た
め
て
③
〈
蓑
山
〉

の
破
を
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
け
り
。 扇
を
拍
子
に
打
て
、
①
〈
桜
人
》
の

多
政
方
が
陣
直
つ
と
め
て
候
ひ
け
る

に
す
衝
み
い
で
国
、
②
〈
地
久
〉

花
田
の
狩
衣
袴
を
ぞ
き
た
り
け
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（
旧
）

と
あ
る
。
ロ
ロ
歌
〈
田
中
井
戸
〉
は
、
唐
楽
曲
で
あ
る
〈
胡
飲
酒
〉
破
（
壱

越
調
、
あ
る
い
は
双
調
に
渡
す
）
に
「
拍
子
を
当
て
う
と
う
」
も
の
で
あ

（
旧
）

う
っ
と
い
う
。
こ
れ
は
単
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

〈
胡
飲
酒
〉
破
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
拍
子
を
打
っ
て
歌
う
、
と
い
う
よ

う
に
解
釈
す
る
の
が
よ
い
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
〈
田
中
井
戸
〉
の
旋
律

を
覚
え
て
い
な
く
て
も
、
〈
胡
飲
酒
〉
破
の
旋
律
を
以
て
歌
う
こ
と
が
で

き
る
道
理
で
あ
る
。

対
し
て
、
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
の
旋
律
を
、
催
馬
楽
の
旋
律
で
以
て
再
現

す
る
こ
と
も
、
ま
た
可
能
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
大
神
基
政
（
一
○
七
八
～

一
一
三
八
）
箸
「
龍
鳴
抄
』
の
〈
酒
清
司
〉
項
に
は
、

な
お
〈
地
久
〉
破
と
〈
桜
人
〉
、
〈
地
久
〉
急
と
《
蓑
山
〉
の
同
音
関
係

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
詳
細
を
割
愛
す
る
が
、
二
組
と
も
高
い
旋
律
の
一

（
Ⅳ
）

致
率
を
示
し
て
い
る
。
催
馬
楽
の
声
の
旋
律
に
〈
ロ
わ
せ
て
、
高
麗
楽
の
舞

を
舞
う
事
が
出
来
る
、
と
い
う
こ
の
逸
話
の
存
在
に
よ
っ
て
、
同
音
関
係

に
あ
る
高
麗
楽
と
催
馬
楽
と
の
旋
律
の
近
似
性
を
、
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
第
十
二
に
は
、

拍
子
八
。
古
楽
。
ま
ひ
な
し
。
拍
子
三
度
拍
子
に
あ
ぐ
べ
し
。
こ
の

俊
房

が
く
大
判
官
つ
た
へ
申
さ
ず
。
ほ
り
川
の
左
大
臣
入
道
殿
〈
ま
ゆ
と

じ
め
〉
と
い
ふ
う
た
を
ふ
く
な
り
と
仰
せ
ら
る
。
こ
と
に
た
が
ふ
こ

と
な
し
。

〈
田
中
井
戸
〉
、
〈
胡
飲
酒
〉
破
に
拍
子
を
当
て
う
と
う

〈
酒
清
司
〉
も
〈
遍
鼻
胡
徳
〉
も
、
「
是
等
皆
催
馬
楽
之
歌
也
」
と
あ
っ

て
、
こ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
が
、
ま
る
で
催
馬
楽
そ
の
も

の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

後
者
〈
遍
鼻
胡
徳
〉
の
説
に
つ
い
て
は
「
龍
鳴
抄
」
説
を
受
け
て
の
附

会
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
そ
の
旋
律
は
「
卿
か
も
運
は
ざ
る
」
も

の
で
あ
っ
た
。
例
え
師
説
の
伝
承
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
催
馬
楽
の
旋

律
に
よ
っ
て
唐
楽
曲
・
高
麗
楽
曲
の
旋
律
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
催
馬
楽
の
旋
律
を
耳
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
唐
楽
曲
・
高

麗
楽
曲
と
し
て
も
、
聞
こ
え
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

（
、
）

と
あ
る
。
〈
酒
清
司
〉
は
壱
越
調
の
唐
楽
曲
で
あ
る
。
「
ほ
ぃ
ソ
川
の
左
大
臣

入
道
殿
」
は
傍
注
の
通
り
、
源
俊
房
（
一
○
三
五
～
一
一
一
一
一
）
を
さ
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
〈
酒
清
司
〉
の
説
は
「
大
判
官
」
（
大
神
惟
季
、
一
○

〈
皿
）

一
一
六
～
九
四
）
が
伝
え
残
さ
な
か
っ
た
が
、
ロ
ロ
歌
〈
眉
止
自
女
》
の
「
う

た
を
ふ
く
」
こ
と
で
、
〈
酒
清
司
〉
と
全
く
違
い
の
な
い
旋
律
を
吹
く
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
理
）

（
鋼
）

こ
の
類
話
が
『
教
訓
抄
』
『
続
教
訓
抄
」
な
ど
に
ｊ
Ｄ
あ
る
。
『
教
訓
抄
」

で
は
「
龍
鳴
抄
』
の
説
に
加
え
て
、
高
麗
楽
曲
で
あ
る
〈
遍
鼻
胡
徳
〉
（
高

（
別
）

麗
壱
越
調
へ
〈
胡
徳
楽
〉
と
も
）
と
、
呂
歌
《
酒
飲
〉
と
の
同
音
関
係
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

故
入
道
大
臣
御
談
日
、
〈
酒
清
司
〉
弁
〈
遍
鼻
胡
徳
〉
之
破
、
従
し

本
無
二
師
説
一
吹
し
之
。
其
故
老
、
是
等
皆
催
馬
楽
之
歌
也
。
〈
眉
戸

自
女
〉
〈
酒
飲
〉
也
。
音
振
卿
不
レ
違
故
也
。
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催馬楽における「同音」の実感

前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
催
馬
楽
の
旋
律
を
笛
で
吹
け
ば
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
し
て
聞
こ
え
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
実
際
に
催
馬
楽
を
笛
で
奏
す
と
い
う
こ
と
が
、
上
記
引
用
の
楽

書
類
の
よ
う
な
特
殊
例
を
除
い
て
、
あ
り
え
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
先
に
拙
稿
「
「
源
氏
物
語
』
催
馬
楽
引
用
再
考
」
を
受
け

〈
露
）

て
ｌ
夕
霧
の
笛
を
、
ど
う
聞
く
か
」
で
考
察
し
て
い
る
．
要
点
を
整
理

し
よ
う
が
（
配
）

す
る
と
、
ま
ず
は
、
（
ァ
）
催
馬
楽
曲
の
中
に
楽
の
唱
歌
ら
し
き
詞
章
が

混
入
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
（
イ
）
「
源
氏
物
語
』
や
「
枕
草
子
」

に
催
馬
楽
を
笛
で
奏
し
た
と
解
釈
で
き
る
場
面
が
あ
る
こ
と
、
の
二
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
。

ま
ず
（
ア
）
催
馬
楽
の
詞
章
中
に
楽
の
唱
歌
ら
し
き
詞
章
が
混
入
し
て

（
幻
）

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
天
治
本
「
催
馬
楽
抄
』
や
『
一
二
五
要
録
』
等
に

（
躯
）

（
羽
）
（
釦
）

見
ら
れ
る
〈
酒
飲
》
の
詞
章
や
、
〈
田
中
井
戸
》
、
《
大
宮
》
の
詞
章
に
、
「
タ

リ
タ
ン
ナ
」
「
タ
リ
ラ
リ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
楽
の
旋
律
を
口
で
歌
っ
た

「
唱
歌
」
（
「
声
歌
」
と
も
）
に
類
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
源

氏
物
語
』
に
も
、
「
手
習
」
巻
、
母
尼
が
、
お
そ
ら
く
〈
道
口
〉
と
思
わ

れ
る
歌
を
、
和
琴
の
伴
奏
で
「
た
け
ふ
、
ち
ち
り
ち
ち
り
、
た
り
た
ん
な
」

（
釦
）

と
歌
う
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
催
馬
楽
の
詞
章
と
唱
歌
は
交
換
可

能
な
も
の
で
、
唱
歌
で
歌
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
笛
で
奏
す
る

こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
（
イ
）
「
源
氏
物
語
」
や
「
枕
草
子
」
に
催
馬
楽
を
笛
で
奏
し
た

と
解
釈
で
き
る
場
面
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
「
源
氏
物
語
」
「
帯

一
一
一
、
催
馬
楽
を
笛
で
奏
す
る
と
い
う
こ
と

と
あ
る
。
藤
原
高
遠
（
九
四
九
～
一
○
一
三
）
は
一
条
天
皇
の
笛
の
師

〈
妬
）

で
あ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
催
馬
楽
〈
高
砂
〉
が
、
高
遠
と
一
条
天
皇
と

の
斉
奏
に
よ
っ
て
、
折
り
返
し
奏
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
（
ア
）
（
イ
）
の
二
点
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
で
指
摘
し

た
こ
と
で
あ
る
が
、
最
後
の
「
枕
草
子
」
の
場
面
に
お
い
て
、
看
過
し
が

た
い
こ
と
が
二
点
あ
る
。
一
点
は
、
演
奏
さ
れ
た
曲
が
〈
高
砂
〉
で
あ
っ

た
こ
と
、
も
う
一
点
は
、
そ
れ
が
「
折
り
返
し
て
」
奏
さ
れ
た
、
と
い
う

記
述
で
あ
る
。

律
歌
〈
高
砂
〉
は
、
唐
楽
曲
で
あ
る
黄
鐘
調
〈
長
生
楽
〉
破
と
同
音
関

係
に
あ
る
。
御
笛
二
つ
し
て
〈
高
砂
〉
を
吹
く
時
、
い
わ
ば
イ
ン
ス
ト
ゥ

ル
メ
ン
タ
ル
と
し
て
奏
さ
れ
た
こ
の
〈
高
砂
〉
に
は
、
も
ち
ろ
ん
詞
章
は

な
い
。
そ
れ
を
清
少
納
言
が
耳
に
し
た
時
、
ど
う
し
て
催
馬
楽
〈
高
砂
〉

と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
型
）

（
鋼
）

木
」
巻
で
左
馬
頭
が
〈
飛
鳥
井
》
全
て
奏
す
る
場
面
や
、
「
少
女
」
巻
で
夕

（
鋼
）

霧
が
笛
を
奏
す
る
場
面
（
〈
更
衣
》
か
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
但
し
、
い
ず

れ
の
場
面
に
つ
い
て
も
確
証
は
な
く
、
確
実
に
催
馬
楽
が
笛
で
奏
さ
れ
た

と
は
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
方
、
「
枕
草
子
」
三
条
の
院
を
ぱ
今
内
裏
と
ぞ
い
ふ
」
の
段
で
は
、

二
月
二
十
日
ば
か
り
の
、
う
ら
う
ら
と
の
ど
か
に
照
り
た
る
に
、
渡

殿
の
西
の
廟
に
て
、
上
の
御
笛
吹
か
せ
た
ま
ふ
を
、
高
遠
の
兵
部
卿

御
笛
の
師
に
て
物
し
た
ま
ふ
を
、
御
笛
二
つ
し
て
〈
高
砂
》
を
折
り

返
し
て
吹
か
せ
た
ま
ふ
は
、
な
お
い
み
じ
う
め
で
た
し
と
い
ふ
も
、

（
弱
）

世
の
常
な
り
。

日本文學誌要第９１号2７



の
一
致
率
は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
三
五
要
録
」
巻
第
九
、
黄
鯖

注
を
引
用
す
る
。

〈
長
生
楽
〉
と
い
う
唐
楽
曲
は
、
日
本
で
新
作
さ
れ
た
和
製
唐
楽
曲
の

一
つ
で
、
一
説
に
は
仁
明
天
皇
の
作
曲
で
あ
る
と
い
う
。
黄
鐘
調
に
属
し
、

（
〃
）

序
は
律
歌
〈
青
柳
》
、
破
は
〈
高
砂
》
と
同
二
日
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

同
音
関
係
に
つ
い
て
も
、
既
に
分
析
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
旋
律

一
つ
に
は
《
高
砂
》
の
旋
律
が
、
王
朝
の
人
々
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
た
ま
た
ま
彼
女
が
催

馬
楽
〈
高
砂
〉
を
よ
く
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ど
う
し
て
彼
女
に
と
っ
て
そ
れ
が
く
高
砂
》
に
聞
こ
え
た
の

か
、
ど
う
し
て
そ
れ
は
く
高
砂
〉
と
同
音
関
係
に
あ
る
唐
楽
曲
、
〈
長
生

楽
〉
破
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
「
折
り
返
し
て
吹
」

く
と
い
う
演
奏
形
態
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
次
節
で
考
察
し

て
い
く
。

序
拍
子
六
可
弾
三
反
破
拍
子
十
可
弾
三
反
合
拍
子
冊
八
・

南
宮
譜
云
、
承
和
御
時
、
清
涼
殿
前
紅
梅
花
賀
時
作
此
曲
。
笛
則

帝
王
御
作
、
舞
則
右
大
臣
信
朝
臣
所
作
也
。
童
男
四
十
人
著
麹
塵
舞

殿
前
。
此
舞
絶
。
長
秋
卿
譜
云
、
序
〈
青
柳
〉
歌
音
、
破
即
〈
高
砂
〉

（
調
）

歌
二
日
。
中
曲
。
古
楽
。

四
、
〈
長
生
楽
〉
の
演
奏
形
式

黄
鐘
調
曲
の
〈
長
生
楽
〉
項
に
あ
る

こ
こ
に
は
長
秋
卿
笛
譜
、
す
な
わ
ち
「
博
雅
笛
譜
』
の
説
が
引
用
さ
れ
、

二
反
を
も
っ
て
一
帖
と
す
る
説
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
と
も
か

く
、
〈
長
生
楽
〉
は
、
序
も
破
も
、
繰
り
返
し
て
奏
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
三
五
要
録
」
に
お
け
る
〈
長
生
楽
〉
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
南
宮
譜
」
は
貞
保
親
王
に
よ
る
勅
撰
譜
『
新
撰
横
笛
譜
」
を
指
し
、

こ
こ
に
〈
長
生
楽
〉
作
曲
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
別
稿
に
譲
る
。

ま
た
「
長
秋
卿
譜
」
は
源
博
雅
に
よ
る
勅
撰
譜
「
博
雅
笛
譜
』
を
指
し
、

〈
長
生
楽
〉
序
が
〈
青
柳
》
と
同
音
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
被
が
く
高
砂
〉

と
同
音
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
『
博
雅
笛

譜
」
で
は
こ
の
注
記
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
二
組
の
同
音
関
係
が
「
博
雅
笛
譜
』
の
時
代
に
は
既
に
認
識
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
注
記
に
よ
れ
ば
、
序
は
拍
子
数
六
で
、
「
一
一
一
反
」
す
な
わ
ち
一
一
一

度
繰
り
返
し
て
奏
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
破
は
拍
子
数
一

○
で
、
こ
ち
ら
も
「
一
一
一
反
」
繰
り
返
し
奏
さ
れ
る
。
序
一
八
（
六
×
三
）
、

破
三
○
（
一
○
×
三
）
で
、
総
拍
子
数
四
八
と
い
う
計
算
に
な
る
。

ま
た
「
三
五
要
録
』
〈
長
生
楽
〉
序
、
本
説
譜
頭
注
に
は
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

長
秋
卿
笛
譜
云
、
序
一
帖
拍
子
六
、
可
吹
三
反
、
又
説
二
反
為
一
帖
。

問
、
長
秋
卿
譜
上
下
交
不
同
如
何

（
羽
）

答
（
マ
マ
）

2８



催馬楽における「同音」の実感
●

序
は
、
本
説
（
正
説
）
譜
の
後
に
、
「
同
序
」
と
題
さ
れ
た
異
説
が
記

さ
れ
て
い
る
。
破
は
、
本
説
の
他
に
、
「
同
破
南
宮
笛
譜
説
」
と
あ
る

「
新
撰
横
笛
譜
」
の
説
、
次
の
「
同
破
」
と
あ
る
第
三
説
、
最
後
の
「
同

破
楽
拍
子
」
は
、
「
楽
拍
子
」
と
い
う
通
常
と
は
異
な
る
拍
節
法
に
よ
っ

て
奏
さ
れ
る
場
合
の
説
で
、
他
説
と
は
記
譜
体
系
も
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
破
に
は
「
新
撰
横
笛
譜
』
を
除
い
て
「
換
頭
」
と
呼
ば
れ
る
部

分
が
付
随
し
て
い
る
。
「
換
頭
」
と
は
、
帖
や
段
と
い
っ
た
譜
の
単
位
を

繰
り
返
し
て
演
奏
す
る
際
に
、
冒
頭
の
旋
律
が
変
奏
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ

こ
に
は
変
奏
さ
れ
る
部
分
の
旋
律
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
〈
長
生
楽
〉
は
「
博
雅
笛
譜
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は

序
の
譜
か
ら
引
用
す
る
。
私
に
、
フ
レ
ー
ズ
ご
と
の
改
行
を
任
意
に
施
し

（
机
）

た
。

序
タ
ミ
上
火
五
上
由
一
縮
、
由
一
丁
引
一
上
由
Ｔ
火
中
一
夘
夕
一

上
由
一
丁
上
由
一
丁
六
曲
Ｆ
引
中
Ｔ
圏
一
丁
一
中
夕
守
一

上
由
〒
一
丁
Ｔ
由
頽
六
由
Ｔ
由
火
中
Ｔ
由
一
丁
一
中
夕
瑁
引
一

長
生
楽
序
拍
子
六
破
學
十

破 序

．
（
本
説
）

・
同
序

．
（
本
説
）

・
同
破
南
宮
笛
譜
説

・
同
破

・
同
破
楽
拍
子

十十

換換
頭頭

十
換
頭

破
も
「
拍
子
十
」
と
の
注
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
百
」
の
数
は
二
○
あ

る
二
つ
を
私
に
補
っ
た
。
譜
中
性
（
妃
）
）
。
大
き
な
旋
律
の
ま
と
ま
り

序
は
「
拍
子
六
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
拍
子
の
位

置
を
示
す
「
百
」
の
記
号
が
、
一
二
箇
所
あ
る
（
一
つ
を
私
に
補
っ
た
。

譜
中
注
（
虹
）
）
。
そ
の
旋
律
を
よ
く
見
る
と
、
前
半
六
拍
子
分
の
旋
律
と

後
半
六
拍
子
分
の
旋
律
が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

続
い
て
破
の
譜
を
引
用
す
る
（
傍
線
部
筆
者
）
。

ｌ
蘆
ｌ

破
Ｔ
六
一
丁
一
一
エ
ハ
由
一
Ｔ
由
一
夕
上
画
一
一
丁
六
鬮
蠕
了

上
由
夕
上
国
一
丁
序
一
一
丁
中
夕
一
上
由
夕
癬
一
一
丁
中
夕
一
中
夕
乎
一（
Ａ
）

一
丁
剛
五
上
自
夘
｜
Ｔ
中
一
夕
中
夕
上
鬮
｜
夛
上
鯛
｜

Ｔ
引
蘆
中
一
Ｆ
一
丁
一
一
丁
中
夕
一
上
由
夕
ｒ
一
丁
中
一
夕
一
中
夕
淨
一
（
Ｂ
）

…
電
Ｔ
州
上
型
丁
六
癬
・

上
圏
夕
上
由
一
丁
一
稲
一
丁
中
夕
工
由
夕
Ｆ
一
一
丁
中
夕
一
中
夕
乎
一
（（）

一丁引五上由夘一Ｔ中火一夕一夕上由頽一夕上由一
Ｔ
引
晶
一
噂
－
て
中
夕
工
由
夕
癬
｜
一
丁
中
夕
一
中
夕
宅
訓
一

タミ引上火五上由一夘上由一丁引一上火中一舵一
夕上菌一丁一上薗一丁六圏守引中一Ｔ圏一丁一夕乎一
上由一丁一一丁Ｔ由一壷ハ由Ｔ中一Ｔ由一丁一中夕守一

（
Ｂ
）
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で
区
切
る
と
、
五
拍
子
ご
と
に
四
つ
の
旋
律
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
フ
レ
ー
ズ
目
と
三
フ
レ
ー
ズ
目
は
、
冒
頭
の
傍
線
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
共

通
の
旋
律
で
あ
り
（
こ
れ
を
Ａ
、
ｋ
と
す
る
）
、
二
フ
レ
ー
ズ
目
と
四
フ

レ
ー
ズ
目
は
ほ
ぼ
同
一
の
旋
律
で
あ
る
（
こ
れ
を
Ｂ
と
す
る
）
。
注
記
の

「
拍
子
十
」
に
従
っ
て
、
一
○
拍
子
ご
と
に
分
け
る
な
ら
ば
、
前
半
一
○

拍
子
は
Ａ
↓
Ｂ
、
後
半
は
（
↓
Ｂ
と
な
り
、
冒
頭
句
を
除
い
て
同
じ
旋
律

が
二
度
繰
り
返
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
考
え
る
に
、
お
そ
ら
く
「
博
雅
笛
譜
』
で
は
、
序
・
破
と
も
に
、

二
度
繰
り
返
し
奏
さ
れ
る
形
式
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
実
際
の
拍
子
数
は
、
注
記
の
拍
子
数
に
対
し
て
、
二
倍
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
破
の
冒
頭
旋
律
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、

こ
れ
は
「
換
頭
」
に
よ
っ
て
冒
頭
句
の
旋
律
だ
け
が
取
っ
て
換
え
ら
れ
る

と
い
う
、
実
際
の
演
奏
形
式
に
即
し
た
記
譜
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

こ
の
よ
う
に
、
〈
長
生
楽
〉
は
『
三
五
要
録
』
『
博
雅
笛
譜
』
と
も
に
、

序
も
破
も
繰
り
返
し
て
奏
さ
れ
る
も
の
と
し
て
記
譜
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
の
意
味
を
、
「
枕
草
子
」
に
お
い
て
〈
高
砂
》
が
「
折
り
返
し
て
吹
」

か
れ
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
考
え
直
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
は
扇

Ｌ
」
い
餡
う
、
｛

え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
〈
長
生
楽
〉
序
、
破
と
同
音
関
係
に
あ
る
、
〈
青
柳
》
、
〈
高

砂
》
は
ど
の
よ
う
に
奏
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
は
〈
長
生
楽
〉

序
と
同
音
関
係
に
あ
る
、
《
青
柳
》
の
詞
章
か
ら
み
て
み
よ
う
。

五
、
〈
長
生
楽
〉
と
催
馬
楽
の
近
似
性

〈
青
柳
》
の
詞
章
は
、
『
古
今
和
歌
集
」
巻
第
二
十
に
「
返
し
物
の
歌
」

と
し
て
載
る
「
青
柳
を
片
糸
に
繕
り
て
鴬
の
縫
ふ
て
ふ
笠
は
梅
の
花
笠
」

の
和
歌
を
、
醗
詞
や
反
復
の
挿
入
に
よ
っ
て
二
段
に
分
け
た
よ
う
な
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
拍
子
数
は
十
二
で
、
一
一
段
各
六
。
一
段
と
二
段
の
旋
律

は
同
一
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〈
青
柳
》
は
一
段
分
の
旋
律
が
二
度
奏
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
こ
の
一
段
は
〈
長
生
楽
〉
序
の
拍
子
六
と
対

応
し
て
い
る
。
前
節
で
確
認
し
た
と
お
り
、
『
博
雅
笛
譜
』
に
お
け
る
〈
長

生
楽
〉
序
は
、
二
度
繰
り
返
し
て
奏
さ
れ
る
形
式
で
記
さ
れ
て
い
た
が
、

ま
さ
し
く
こ
の
記
譜
形
式
と
、
〈
青
柳
》
の
歌
わ
れ
方
と
が
符
合
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

続
い
て
〈
長
生
楽
〉
破
と
同
音
関
係
に
あ
る
く
高
砂
》
の
詞
章
を
み
て

み
よ
う
。五四三二一

段段段段段

一
段
青
柳
を
片
糸
に
繕
り
て
オ
ヶ
ャ
鴬
の
オ
ヶ
ャ

ニ
段
鶯
の
縫
ふ
と
い
ふ
笠
は
オ
ケ
ャ
梅
の
花
笠
ヤ

Ｈ
１『

高
砂
の
サ
い
さ
ら
ご
の
高
砂
の

を
の
へ

尾
上
に
立
て
る
白
玉
玉
椿
玉
柳

ま
し

そ
れ
も
が
と
サ
汝
も
が
と
汝
も
が
と

ね
り
を
き
み
を
み
ぞ
か
け

練
緒
染
緒
の
御
衣
掛
に
せ
む
玉
柳

何
し
か
も
サ
何
し
か
も
何
し
か
も
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催馬楽における「同音」の実感

こ
れ
を
〈
長
生
楽
〉
破
と
対
応
さ
せ
る
と
、
一
段
の
旋
律
は
〈
長
生
楽
〉

破
の
Ａ
に
相
当
す
る
。
三
、
五
段
に
お
け
る
胃
頭
部
の
変
奏
箇
所
は
、
ま

さ
し
く
「
三
五
要
録
」
に
お
け
る
「
換
頭
」
に
対
応
し
、
ま
た
「
博
雅
笛

譜
』
の
後
半
冒
頭
句
に
も
対
応
し
て
い
る
（
（
）
。
二
、
四
、
六
、
七
段

「
三
五
要
録
」
に
よ
れ
ば
、
拍
子
数
は
一
一
一
五
、
七
段
各
五
で
あ
る
。
七

段
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
は
同
一
で
は
な
い
が
、
「
三
五
要
録
」
の
注
記
に
よ
っ

て
一
一
、
四
、
六
、
七
段
が
「
同
音
」
、
ま
た
三
、
五
段
が
「
同
音
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
旋
律
の
分
析
に
よ
っ
て
、
一
段
と
三
、

五
段
の
旋
律
が
、
冒
頭
を
除
い
て
一
致
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
す

る
と
、
各
段
を
旋
律
に
よ
っ
て
大
き
く
二
組
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
組
ご
と
に
詞
章
を
並
列
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
対
応
関
係
は
瞭

然
で
あ
る
（
傍
線
部
が
変
奏
箇
所
）
。

七六四二

段段段段

一
段

三
段

五
段 七六

段段

尾
上
に
立
て
る

練
緒
染
緒
の

心
も
急
い
け
む

今
朝
咲
い
た
る
初
花
に

;ﾄﾞド

ま
た

心
２
℃
急
い
け
む
百
合
花
の
ざ
百
合
花
の

ば
つ
は
な

く
７
朝
咲
い
た
る
初
花
に
逢
は
ま
し
も
の
を

サササ

い
き
国
ど
の

汝
も
が
と

何
し
か
も

白
玉
玉
椿

御
衣
掛
に
せ
む

百
合
花
の

逢
は
ま
し
も
の
を

何汝高
しも砂
かカヨの
もと玉

柳

玉
柳

さ
百
合
花
の

ざ
百
合
花
の

ざ
百
合
花
の

つ
ま
り
〈
高
砂
》
は
、
〈
長
生
楽
〉
破
の
旋
律
（
Ａ
↓
Ｂ
）
と
そ
の
変

奏
（
（
↓
Ｂ
）
が
、
繰
り
返
さ
れ
、
最
後
に
Ｂ
を
加
え
た
形
式
に
な
っ
て

い
る
。
「
枕
草
子
」
に
お
け
る
〈
高
砂
〉
を
「
折
り
返
し
て
吹
」
く
と
い

う
形
式
は
、
そ
の
ま
ま
〈
長
生
楽
〉
破
の
演
奏
形
式
に
あ
て
は
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
一
条
天
皇
と
藤
原
高
遠
が
笛
で
奏
し
て
い
た
曲
は
〈
長
生

楽
〉
破
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
清
少
納
言
が
、
〈
高
砂
》

で
あ
る
と
認
識
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま
彼
女
が
〈
高
砂
》
を
知
っ
て
い
て
、

〈
長
生
楽
〉
破
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
催
馬
楽
曲
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
関
係
が
ど
の
よ
う
に

実
感
さ
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
催
馬
楽
曲
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲

の
旋
律
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の

か
、
考
察
し
て
き
た
。
中
世
の
音
楽
説
話
、
楽
書
等
に
お
け
る
伝
承
や
、

の
旋
律
は
Ｂ
の
旋
律
に
対
応
す
る
。
そ
の
対
応
関
係
を
示
せ
ば
、
以
下
の

（
網
〉

よ
う
に
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
末
尾
の
訳
譜
を
参
照
さ
れ
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

高長
生

砂楽

破

ＭＵ
ｍ
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「
枕
草
子
」
等
の
記
述
を
参
照
し
、
ま
た
唐
楽
曲
で
あ
る
〈
長
生
楽
〉
と
、

催
馬
楽
〈
青
柳
〉
、
〈
高
砂
〉
の
演
奏
形
式
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
、
少

な
く
と
も
一
部
の
同
音
組
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
緊
密
な
共
通
関
係
に
あ

る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
緊
密
さ
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
生
む
。
す
な
わ
ち
、
〈
青
柳
〉

は
、
〈
長
生
楽
〉
序
そ
の
も
の
で
あ
り
、
〈
高
砂
〉
は
〈
長
生
楽
〉
破
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
〈
長
生
楽
〉
序
と
〈
青
柳
》
は
、

ま
た
〈
長
生
楽
〉
破
と
《
高
砂
》
は
、
異
名
同
曲
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
示
唆
す
る
材
料
と
し
て
、
本
稿
で
催
馬
楽
の
詞
章
を
引
用
す
る

際
、
底
本
に
し
た
鍋
島
家
本
『
催
馬
楽
』
が
あ
る
。
鍋
島
家
本
は
二
世

紀
末
の
書
写
と
み
ら
れ
る
、
現
存
最
古
の
催
馬
楽
譜
で
あ
る
。
本
文
中
の

曲
目
題
に
は
、
拍
子
数
等
の
注
記
（
本
文
と
同
筆
）
が
見
ら
れ
る
が
、
一

部
の
曲
目
題
に
注
目
す
べ
き
記
載
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
〈
高
砂
〉
に
お

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
岨
）

（
幅
）

と
あ
る
。
士
｛
た
水
調
〈
拾
翠
楽
〉
破
と
同
音
関
係
に
あ
る
く
伊
勢
海
〉

お
い
て
は

ま
た
、
（
青
柳
〉
に
は
、

青
柳
長
生
楽
序
拍
子
十
一
一
一
一
段
各
六

高
砂
長
生
楽
破
拍
子
世
一
七
段
（
以
下
略
）

に

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
、
た
だ
単
に
、
注
記
さ
れ
た
唐
楽

曲
と
の
同
音
関
係
を
示
し
た
も
の
と
し
て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
も
っ
と
積
極
的
に
、
催
馬
楽
曲
と
唐
楽
曲
と
の
「
イ
コ
ー
ル
」
の
関

係
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

少
し
飛
躍
的
な
仮
説
で
は
あ
る
が
、
催
馬
楽
曲
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と

の
間
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
緊
密
な
関
係
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
意
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
催

馬
楽
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
同
音
関
係
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た

く
妬
）

の
か
、
ひ
い
て
は
催
馬
楽
の
成
立
の
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
、
当
代
の

人
々
が
抱
い
て
い
た
催
馬
楽
と
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
と
の
距
離
感
を
、
我
々

も
実
感
と
し
て
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

丁注
、－ン

（
２
）

（
３
）

伊
勢
海
拾
翠
楽
拍
子
八

以
下
、
催
馬
楽
の
曲
名
は
〈
〉
、
唐
楽
・
高
麗
楽
、
そ
の
他
の
曲
名

に
つ
い
て
は
〈
〉
に
入
れ
て
示
す
。
こ
の
表
記
は
引
用
資
料
中
に
も

適
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
曲
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
分
析
に

用
い
た
「
三
五
要
録
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
、
上
野
学

園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
紙
焼
本
）
の
本
文
表
記
に
従
う
（
引
用
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
）
。

『
日
本
文
学
誌
要
』
八
八
号
、
二
○
一
三
・
七
、
一
一
～
一
一
八
頁

「
二
重
の
同
音
」
と
い
う
概
念
は
、
先
に
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｇ
・
ネ
ル

ソ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ネ
ル
ソ
ン
「
催
馬
楽
雑
考
」

『
日
本
文
学
誌
要
」
第
七
一
号
、
一
一
○
○
五
・
一
一
一
、
七
二
～
七
四
頁
。
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催馬楽における「同音」の実感

（
５
）
林
謙
三
「
催
馬
楽
に
お
け
る
拍
子
と
歌
詞
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
『
奈

良
学
芸
大
学
紀
要
」
八
巻
一
号
、
’
九
五
九
・
二
、
一
三
～
一
四
頁
（
再

録
、
東
洋
音
楽
選
書
十
「
雅
楽
ｌ
古
楽
譜
の
解
読
‐
」
東
洋
音
楽
学
会

一
九
六
九
、
四
六
一
～
五
○
七
頁
、
奈
良
大
学
学
術
研
究
リ
ポ
ジ
ト
リ

で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
『
三
五
要
録
」
の
分
析
に
よ
っ
て
、
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
同
音
一
八
組

を
一
覧
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
同
音
関

係
に
は
移
調
が
伴
う
）
。

（
４
）
「
三
五
要
録
」
の
分
析
に
よ
っ
て
、
律
歌
、
呂
歌
の
同
音
グ
ル
ー
プ
を

一
覧
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

呂
歌
〈
安
名
尊
〉
グ
ル
ー
プ

〈
山
城
〉
グ
ル
ー
プ

〈
葛
城
〉
グ
ル
ー
プ

〈
美
作
〉
グ
ル
ー
プ

〈
此
殿
〉
グ
ル
ー
プ

〈
浅
緑
〉
グ
ル
ー
プ

〈
大
宮
〉
グ
ル
ー
プ

律
歌
〈
夏
引
〉
グ
ル
ー
プ

〈
我
門
乎
〉
グ
ル
ー
プ

〈
更
衣
》
グ
ル
ー
プ

〈
夏
引
〉
〈
貫
河
〉
〈
東
屋
〉
〈
走
井
〉

〈
飛
鳥
丼
〉

〈
我
門
乎
〉
〈
大
路
〉

〈
大
芹
〉
〈
浅
水
橋
〉
〈
刺
櫛
〉
〈
鷹
子
〉

〈
逢
路
〉
〈
道
口
〉
〈
更
衣
〉
〈
何
為
〉

〈
安
名
尊
〉
〈
新
年
〉
〈
梅
之
枝
〉

〈
山
城
〉
〈
真
金
吹
〉
〈
紀
伊
州
〉

〈
葛
城
〉
〈
竹
河
〉
〈
河
口
〉

〈
美
作
〉
〈
藤
生
野
〉

〈
鷹
山
〉
〈
此
殿
ｘ
此
殿
之
〉
〈
此
殿
奥
〉

〈
浅
緑
〉
〈
青
之
馬
〉
〈
妹
門
〉
〈
席
田
〉

〈
大
宮
〉
〈
角
総
〉
〈
本
滋
〉

（
７
）
三
四
『
【
富
日
国
富
ワ
の
己
］
・
印
自
冨
昌
叱
討
□
§
の
功
の
８
胃
目
目
恩
ａ
ｓ
の

醇
愚
二
宮
冒
只
『
・
｝
」
ｈ
四
日
三
月
の
□
三
円
の
冒
卑
の
ｍ
の
』
①
髭

（
８
）
『
三
五
要
録
」
は
院
政
期
の
音
楽
家
、
藤
原
師
長
（
一
一
一
一
一
八
～
九
一
一
）

の
撰
し
た
雅
楽
琵
琶
譜
集
成
で
あ
る
。
本
稿
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、

伏
見
宮
家
旧
蔵
本
（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
紙
焼
本
）

高
麗
楽

高高高

麗麗 麗
壱

双平 越
調調調

⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫
〆へ〆～ヘンヘ／～〆～〆～

白地地林桔石遍

川藷
浜久久歌簡楽徳
～〆へ－へ〆へ〆～〆､－ヘー

急破

１１１１１１１
〆～グヘジヘグー〆、グージヘ

紀蓑桜老無石酒

伊力

国山人鼠蝦河飲
、〆、＝、￣、〆、〆墨〆、＝

唐
楽
壱
越
調
①
〈
胡
飲
酒
〉
破
↑
↓
〈
田
中
井
戸
〉

②
〈
酒
清
司
〉
↑
↓
〈
眉
止
自
女
〉

黄
鐘
調
③
〈
長
生
楽
〉
序
↑
↓
〈
青
柳
〉

④
〈
長
生
楽
〉
破
↑
↓
〈
高
砂
〉

⑤
〈
西
王
楽
〉
序
↑
↓
〈
葦
垣
〉

⑥
〈
西
王
楽
〉
破
↑
↓
〈
鷹
山
》

⑦
〈
夏
引
楽
〉
序
↑
↓
〈
夏
引
〉

⑧
〈
夏
引
楽
〉
破
↑
↓
〈
青
之
馬
〉

⑨
〈
榎
葉
井
〉
↑
↓
〈
葛
城
〉

水
調
⑩
〈
拾
翠
楽
〉
序
↑
↓
〈
竹
河
〉

⑪
〈
拾
翠
楽
〉
破
↑
↓
〈
伊
勢
海
》
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を
用
い
る
。

（
９
）
「
博
雅
笛
譜
』
は
源
博
雅
（
九
一
八
～
八
○
）
の
撰
し
た
勅
撰
横
笛
譜
。

本
稿
で
は
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
、
楽
歳
堂
旧
蔵
本
を

用
い
る
。

（
皿
）
両
氏
の
検
証
過
程
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
点
が
多
く
、
今
後
は
よ
り
詳

細
な
裏
付
け
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
そ

の
問
題
を
措
く
。

（
、
）
た
だ
し
、
〈
大
芹
〉
（
拍
子
一
一
一
四
）
と
く
更
衣
〉
（
拍
子
一
三
）
の
よ
う

に
、
曲
の
長
さ
が
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
通
す
る
旋
律
の
骨
格

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
反
復
や
独
立
旋
律
部
を
考
慮
し
て
、
広

義
の
「
同
音
」
の
範
曉
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
翌
『
日
本
古
典
文
学
大
系
八
四
古
今
著
聞
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
六

六
、
二
○
○
頁
。

（
田
）
大
宮
右
大
臣
は
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
二
）
で
、
父
頼
宗
（
九
九

三
～
’
○
六
五
）
よ
り
藤
家
流
催
馬
楽
の
相
承
を
受
け
て
い
る
。
傍
書

に
『
龍
吟
（
鴫
）
抄
」
の
説
と
し
て
、
「
堀
河
右
府
頼
宗
也
」
と
し
て

い
る
が
、
大
神
基
政
『
龍
鳴
抄
」
で
は
確
認
で
き
な
い
（
「
群
書
類
従
」

第
十
九
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
一
一
）
。

（
Ⅲ
）
多
政
方
（
～
一
○
四
五
）
は
宮
廷
に
勤
仕
す
る
地
下
楽
人
で
あ
る
。
『
絲

竹
口
伝
』
に
も
類
話
が
あ
る
。
一
方
『
教
訓
抄
」
巻
第
五
、
高
麗
双
調

〈
地
久
〉
項
で
は
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
～
一
○
四
二
が
〈
桜
人
〉

を
歌
い
、
〈
地
久
〉
破
を
舞
っ
た
の
は
、
多
政
方
の
男
、
多
政
資
二

○
○
四
～
七
七
）
で
あ
っ
た
只
蓑
山
〉
お
よ
び
〈
地
久
〉
急
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
い
）
。
「
俊
家
ｌ
政
方
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、
政
方

卒
去
の
時
俊
家
は
二
七
歳
で
、
『
古
今
著
聞
集
」
の
「
大
宮
右
大
臣
殿

上
人
の
時
」
、
『
絲
竹
口
伝
」
の
「
俊
家
若
ク
オ
ハ
シ
ケ
ル
時
」
に
合
致

す
る
。
一
方
「
公
任
ｌ
政
資
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、
公
任
が
既
に

極
官
（
正
二
位
権
大
納
一
一
一
一
口
）
に
達
し
て
い
た
頃
の
話
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
公
任
は
源
時
仲
よ
り
源
家
流
催
馬
楽
の
相
伝
を
受
け
て
い
る
の
で
、

源
藤
の
流
に
よ
っ
て
言
い
伝
え
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

「
鶴
源
紗
」
は
両
説
併
載
。
ｌ
『
教
訓
抄
」
は
「
日
本
思
想
大
系

二
三
古
代
中
世
芸
術
論
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
一
一
、
一
○
一
一
一
～
四

頁
）
、
『
絲
竹
口
伝
』
は
「
群
書
類
従
」
第
十
九
輯
（
二
五
六
頁
）
、
『
艦

源
紗
」
は
正
宗
敦
夫
「
鶴
源
紗
三
」
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一

九
三
三
、
一
○
四
六
頁
）
、
催
馬
楽
の
相
承
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫

「
〔
音
楽
相
承
系
図
集
〕
考
付
翻
刻
」
、
ｓ
日
本
音
楽
史
研
究
」
第
一
号
、

一
九
九
六
、
九
八
～
九
九
頁
）
を
参
照
。

（
咀
）
〈
桜
人
〉
の
詞
章
を
鍋
島
報
效
会
徴
古
館
蔵
『
催
馬
楽
」
（
以
下
「
鍋
島

家
本
」
と
す
る
）
に
よ
っ
て
示
す
。
以
下
催
馬
楽
の
引
用
は
鍋
島
家
本

に
よ
り
、
拍
子
記
号
や
小
母
音
字
等
の
装
飾
記
号
は
省
き
、
私
に
解
釈

し
漢
字
を
あ
て
る
。

「
（
ご
さ
く
ら
人
そ
の
舟
ち
ず
め
島
つ
田
を
十
町
作
れ
る

見
て
帰
り
来
む
ャ
ソ
ョ
ヤ
明
日
帰
り
来
む
ソ
ョ
ヤ

（
二
）
こ
と
を
こ
そ
明
日
と
も
言
は
め
を
ち
か
た
に
妻
避
る
夫
は

明
日
も
ざ
ね
来
じ
ヤ
ソ
ョ
ヤ
サ
明
日
も
き
ね
帰
じ
ヤ
ソ
ョ

ヤ
」

（
刑
）
「
美
濃
山
に
し
ぎ
に
生
ひ
た
る
玉
柏
豊
の
明
り
（
に
）
逢
ふ

が
楽
し
さ
ャ
」
（
「
に
」
は
他
本
に
よ
り
補
う
）

（
Ⅳ
）
〈
地
久
〉
破
と
〈
桜
人
》
の
組
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
２
）
、
二
七
頁
に

五
線
比
較
譜
を
掲
載
し
て
い
る
。

3４



催馬楽における「同音」の実感

（
旧
）
「
田
中
の
井
戸
に
光
れ
る
田
葱
摘
め
摘
め
あ
こ
め
小
あ
こ
め

タ
リ
ラ
リ
田
中
の
小
あ
こ
め
」
（
鍋
島
家
本
で
は
〈
田
中
〉
）

（
岨
）
佐
佐
木
信
綱
校
訂
『
新
訂
梁
塵
秘
抄
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
）
、
一

三
九
頁
。

（
別
）
『
群
書
類
従
」
第
十
九
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
二
）
、
一
一
一
四

頁
。

（
Ⅲ
）
「
御
秣
と
り
飼
へ
眉
刀
自
女
眉
刀
自
女
々
々
々
々
々
々
々
々

々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
」
（
鍋
島
家
本
で

は
〈
眉
止
之
女
ご

（
皿
）
『
教
訓
抄
』
巻
第
六
（
『
日
本
思
想
大
系
二
三
古
代
中
世
芸
術
論
」

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
一
一
六
頁
）
。

（
別
）
『
続
教
訓
抄
」
第
四
上
（
『
覆
刻
日
本
古
典
全
集
続
教
訓
抄
上
」
現
代

思
潮
社
、
’
九
七
七
、
一
四
九
～
五
○
頁
）
。

（
別
）
「
酒
を
飲
べ
て
飲
べ
酔
う
て
た
ふ
と
こ
り
そ
参
で
来
る
よ
る

ぼ
ひ
ぞ
参
で
来
る
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
」

（
空
拙
稿
「
「
「
源
氏
物
語
」
催
馬
楽
引
用
再
考
」
を
受
け
て
ｌ
夕
霧
の
笛

を
、
ど
う
聞
く
か
」
（
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
」
七
一
、
二
○
一
一
一
一
・

一
○
、
三
六
四
～
一
一
一
五
一
一
一
頁
）
。

（
別
）
ネ
ル
ソ
ン
は
〈
三
台
〉
急
に
つ
い
て
『
知
国
秘
紗
」
所
載
の
唱
歌
譜
と

極
楽
唱
歌
の
詞
章
、
『
三
五
要
録
』
お
よ
び
「
楽
邦
歌
詠
」
博
士
譜
に

付
記
さ
れ
た
笛
の
孔
名
か
ら
抽
出
し
た
基
本
旋
律
を
比
較
対
照
し
、
唱

歌
（
声
歌
）
が
楽
の
基
本
旋
律
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
こ
の
基
本
旋
律
が
催
馬
楽
の
成
立
、
お
よ
び
二
重
の
同
音
関
係

の
発
生
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る

（
「
蘇
る
平
安
の
音
」
神
野
藤
昭
夫
・
多
忠
輝
監
修
『
越
境
す
る
雅
楽
文

化
」
書
騨
フ
ロ
ー
ラ
、
二
○
○
九
、
’
○
七
～
二
八
頁
）
。

（
〃
）
天
治
本
『
催
馬
楽
抄
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
は
天
治
二
年
（
二

二
五
）
の
加
点
奥
書
を
持
つ
藤
家
流
催
馬
楽
歌
唱
譜
。

（
肥
）
鍋
島
家
本
で
「
々
々
々
々
々
々
々
々
々
々
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

（
注
（
羽
）
参
照
）
、
天
治
本
で
は
「
丹
名
丹
名
太
利
々
良
々
」
、
『
三

五
要
録
」
で
は
三
説
を
挙
げ
、
「
タ
リ
タ
ン
ナ
チ
リ
ャ
タ
リ
リ
ラ
ラ
」

（
本
説
）
、
「
タ
ン
ナ
タ
ン
ナ
タ
リ
リ
ラ
ラ
」
（
藤
家
説
）
、
「
タ
ン
ナ
タ

ン
ナ
タ
リ
ヤ
ン
ナ
タ
リ
チ
ラ
ラ
」
（
源
家
説
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
聖
鍋
島
家
本
（
〈
田
中
〉
）
に
「
多
大
利
良
利
」
、
天
治
本
に
「
太
利
良
利
」
、

『
三
五
要
録
」
に
「
タ
リ
ラ
リ
」
と
い
う
詞
章
が
見
出
さ
れ
る
。

（
釦
）
「
大
宮
の
西
の
小
路
に
漢
女
子
産
た
り
さ
漢
女
子
産
た
り
タ

ラ
リ
ヤ
リ
ン
タ
ナ
」
な
お
「
文
机
談
」
は
、
「
に
し
の
こ
う
ぢ
に
あ
や

め
こ
う
み
た
り
、
ゑ
ん
て
う
す
ぢ
な
ま
め
い
た
る
」
と
す
る
「
ふ
る
き

頌
」
の
詞
章
を
伝
え
て
い
る
（
岩
佐
美
代
子
『
文
机
談
全
注
釈
」
（
笠

間
書
院
、
二
○
○
七
）
、
’
七
三
頁
）
。
か
つ
て
は
「
タ
ラ
リ
ャ
リ
ン
タ

ナ
」
に
「
ゑ
ん
て
う
す
ぢ
な
ま
め
い
た
る
」
と
い
う
詞
章
を
あ
て
る
こ

と
も
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
逆
に
詞
章
が
忘
れ
ら
れ
て
、
唱
歌
の
「
タ

ラ
リ
ヤ
リ
ン
タ
ナ
」
が
残
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

（
Ⅲ
）
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
五
源
氏
物
語
六
」
（
小
学
館
、
一

九
九
八
）
、
三
一
一
○
～
一
一
一
頁
。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
わ
り
な
く
古

め
」
い
た
旧
来
の
歌
唱
法
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
「
武
生
の
国
府

に
我
は
あ
り
と
」
と
続
く
詞
章
を
、
笛
の
唱
歌
に
よ
っ
て
省
筆
し
た
も

の
か
。

（
躯
）
「
飛
鳥
井
に
宿
り
は
す
べ
し
ヤ
オ
ケ
陰
も
よ
し
御
水
も
寒
し

御
秣
も
よ
し
」
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〆￣、〆￣、〆－，

３８３７３６
、－〆、－〆、－〆

〆－，

３５
田－〆

〆－，

３４
、￣

〆￣へ

３３
，－〆

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
○
源
氏
物
語
こ
（
小
学
館
、
一

九
九
四
）
、
七
八
頁
。
「
（
左
馬
頭
が
）
懐
な
り
け
る
笛
取
り
出
で
て
吹

き
鳴
ら
し
、
「
か
げ
も
よ
し
」
な
ど
、
つ
づ
し
り
う
た
ふ
ほ
ど
に
」
と

あ
り
、
笛
と
声
と
を
交
互
に
発
し
て
《
飛
鳥
井
》
を
奏
し
た
と
解
釈
で

き
る
場
面
。
た
だ
し
、
笛
の
吹
奏
を
単
に
「
音
取
」
と
し
て
、
音
を
取

る
た
め
に
奏
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
笛
で
催
馬
楽
を
奏

し
た
確
例
と
は
一
百
い
難
い
。

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
二
源
氏
物
語
一
一
一
」
（
小
学
館
、
一

九
九
六
）
、
三
八
頁
。
「
（
夕
霧
が
）
い
と
若
う
を
か
し
げ
な
る
音
に
吹

き
立
て
て
、
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
御
琴
ど
も
を
ぱ
し
ば
し
と

ど
め
て
、
大
臣
、
拍
子
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
か
ら
ず
う
ち
鳴
ら
し
た
ま
ひ

て
、
「
萩
が
花
摺
り
」
な
ど
う
た
ひ
た
ま
ふ
」
と
あ
っ
て
、
夕
霧
の
笛

に
合
わ
せ
て
大
臣
が
《
更
衣
》
を
唱
和
し
た
と
解
釈
で
き
る
場
面
で
、

岡
田
ひ
ろ
み
「
『
源
氏
物
語
』
催
馬
楽
引
用
再
考
ｌ
「
同
音
グ
ル
ー
プ
」

と
い
う
特
質
か
ら
ｌ
」
（
頁
目
○
四
日
の
ご
帛
白
ご
白
雪
」
四
一
号
、
二
○

一
三
・
三
）
に
詳
し
く
、
先
述
の
拙
稿
（
閉
）
で
も
考
察
を
加
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
夕
霧
の
笛
と
内
大
臣
の
歌
が
連
続
し
た
も
の
と
と
る
に

は
、
「
御
琴
ど
も
を
し
ば
し
と
ど
め
て
」
の
解
釈
が
難
し
く
、
改
め
て

検
討
を
要
す
る
。

「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一
八
枕
草
子
こ
（
小
学
館
、
一
九

九
七
）
、
三
六
六
頁
。

〈
高
砂
》
の
詞
章
は
後
掲
。

〈
青
柳
〉
の
詞
章
は
後
掲
。

『
三
五
要
録
』
と
同
じ
く
、
藤
原
師
長
の
撰
し
た
箏
譜
『
仁
智
要
録
』

に
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
載
る
。
本
稿
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
鷹

司
家
旧
蔵
本
を
参
照
し
た
。

（
羽
）
頭
注
の
大
意
は
「
『
博
雅
笛
譜
』
で
は
「
二
反
」
と
あ
る
が
、
上
下
（
前

半
と
後
半
）
が
同
じ
で
は
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
い
う
問
い
で

あ
る
。
答
え
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
確
か
に
「
博
雅
笛
譜
」
で
は
、

前
半
と
後
半
の
旋
律
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
。

（
側
）
「
夕
」
「
上
」
「
五
」
等
の
譜
字
は
笛
の
孔
名
で
、
音
高
を
表
す
。
「
百
」

は
拍
子
の
位
置
、
「
Ｅ
は
フ
レ
ー
ズ
の
区
切
り
、
「
由
」
は
装
飾
音
、
「
火
」

「
引
」
は
音
の
長
さ
に
関
す
る
記
号
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
す

る
が
、
こ
こ
で
は
前
半
と
後
半
と
で
旋
律
が
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
い
る

こ
と
を
見
て
取
っ
て
ほ
し
い
。

（
ｕ
）
前
半
と
後
半
の
対
応
、
『
三
五
要
録
」
と
の
対
応
か
ら
、
「
百
」
を
私
に

補
っ
た
。

（
妃
）
前
半
と
後
半
の
対
応
、
『
三
五
要
録
』
と
の
対
応
か
ら
、
「
百
」
を
私
に

補
っ
た
。

（
卿
）
訳
譜
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。
な
お
「
博
雅
笛
譜
」
に
つ

い
て
は
ア
ラ
ン
・
マ
レ
ッ
ト
の
訳
譜
方
式
に
習
い
、
「
三
五
要
録
」
と

対
比
し
な
が
ら
私
に
訳
譜
を
行
っ
た
。
冨
胃
の
茸
空
目
］
・
倉
目
目
の
ｍ
ｐ
９

目
＆
自
国
胃
の
‐
国
す
｝
四
目
『
の
可
・
日
四
］
眉
目
の
の
①
の
・
貝
８
．
ニ
ロ
の
｛
の
昌
彦

８
日
ロ
旦
豊
》
巨
日
目
８
勺
二
の
ロ
＆
・
夛
冒
臼
田
』
患
号
四
・
ぐ
・
］
・
］
Ｃ
ご
ａ

ご
巳
ご
円
の
】
ご
勺
【
①
⑫
の
』
①
ヨ
ヨ
マ
ロ
つ
・
］
‐
切
垣
・

（
仏
）
藤
原
定
家
『
奥
入
」
「
胡
蝶
」
巻
に
引
か
れ
た
く
青
柳
》
の
詞
章
に
、
「
青

柳
長
生
楽
序
拍
子
十
二
各
六
」
と
あ
る
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

ｌ
「
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
一
巻
」
（
武
蔵
野
書
院
、
二
○
○

九
年
）
に
対
校
本
と
し
て
収
載
１
１
に
よ
る
）
。
定
家
自
筆
本
（
第
二

次
）
ｌ
大
橋
本
複
製
（
日
本
古
典
文
学
会
）
に
よ
る
ｌ
で
は
該
当
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催馬楽における「同音」の実感

〆－，

４６
、－〆

（
妬
）

こ
れ
ま
で
、
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
を
原
曲
と
し
、
そ
の
旋
律
に
在
来
歌
謡

の
詞
章
を
あ
て
は
め
た
も
の
が
催
馬
楽
で
あ
る
と
す
る
言
説
が
通
用
し

て
い
た
が
、
仁
明
期
に
多
く
の
唐
楽
曲
が
日
本
で
作
曲
さ
れ
た
経
緯
を

考
慮
に
入
れ
る
と
、
逆
に
在
来
歌
謡
の
旋
律
か
ら
新
た
に
唐
楽
・
高
麗

楽
曲
が
新
作
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
成
立
モ
デ
ル
を
、
前
掲
（
２
）
、
拙
稿
「
催
馬
楽
成
立
研
究
の
可

能
性
ｌ
「
二
重
の
同
音
性
」
を
手
掛
か
り
に
」
で
示
し
た
．

箇
所
が
欠
丁
し
て
い
る
。
鍋
島
家
本
と
曲
題
注
記
が
一
致
し
、
詞
章
本

文
の
字
母
も
一
致
し
て
お
り
、
鍋
島
家
本
系
統
の
本
文
が
引
用
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
小
松
秀
美
『
古
筆
学
大
成
第
二
十
四
巻
」

に
「
伝
藤
原
定
家
筆
「
催
馬
楽
切
」
」
と
し
て
収
載
さ
れ
た
断
簡
に
も
、

同
様
の
曲
題
注
記
と
詞
章
が
み
ら
れ
る
が
、
『
奥
入
」
の
断
簡
で
あ
ろ

う
。
小
松
茂
美
は
藤
原
定
家
自
筆
で
は
な
く
、
後
代
の
写
し
と
見
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

「
伊
勢
海
の
清
き
渚
に
潮
間
に
な
の
り
そ
や
摘
ま
む
貝
や
拾

「
伊
勢
海
の
清
き
渚
に

は
む
ヤ
玉
や
拾
は
む
ヤ
」

こ
れ
ま
で
、
唐
楽
・
高
麗
》

（
も
と
づ
か
わ
た
る
．
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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－－－‘■■■■－１■■■■■■■■■■■￣■■■■■字一■■■■■
￣凸■■■■■■■￣￣■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ■■■■■■￣で!■￣■■■■■■■戸￣■￣■■■■■■■■I■■l■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■
■■■■■。－－－

段
段
段

一
三
五

，砂高！ オ
ネ
コ
ケ

段
段
段
段

二
四
六
七

ノ
ノ
ノ

ノ
リ
コ
サ

ヘ
ヲ
ロ
サ

サ
モ
タ

イ ﾉレ

雪＝ニニーニー
<長生楽>破

(琵琶『三五要録』）

く長生楽>破
蓄笛「雅雷

(同後半）

廷＝ヨー量…菫一目＝タ
ミ
マ
ハ

段
段
段
段

二
四
六
七

ｌ砂高く タ
ケ
ナ
シ

マタ
カ
ハ
マ

ル
ノ
ム

マツ

プ
ソ
リ
ハ

ン
ミ
ユ
ア

ハ
サ
ノ

フ
オ
ケ
ハタイ

ツ ナ モ

■Ｔ■■■■■■￣￣

■■Ⅱ■■■■■￣■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■￣ロﾛ■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■￣■■■■■■■￣■ョ■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■－１■■■■■■￣■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」■■■■■

(琵琶『三五要録』）

(長生楽>破

(横笛『博雅笛溌』前半）

#＝==二二ｍニーー
￣=￣霊菫圓二二曇二二－二＝＝
(高砂》二段

四段

六段

七段

ナ
ナ
ナ
ナ

キ
キ
ノ
ノ

キ
ム
ノ
ヲ

タ
タ
サ
サ

ヤ
ヤ
ハ
ハ

マ
マ
ユ
ユ

リ
リ

■てで－－■■■■￣で=￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■￣

■＝■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■I■■■■■■■■■
－－■■■■■■■■■■■■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■

(琵琶『三五要録』）

<長生楽>破

(横笛『博雅笛譜』前半）

き－上=＝=ｊ￣
(同後半）
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催馬楽における「同音」の実感

高砂》〈長生楽〉破比較譜（『三五要録』『博雅笛譜による）

百 百

￣

■￣■￣－－■■■■■■■■■■■■■■■■■石l■■■■■■￣■■■■■■■■■■￣－毛Ｆ－
Ｐ－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■ﾛ■■■■■■■■■■■■’＝■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■

日

(高砂》－段

(琵琶『三五要録』）

タカサ． ノ

雪垂三一二二==嚢一室=自室二
《高砂》三段ソレモ

五段ナシ

カ
カ

ト
モ

く長生楽>破

(琵 蔓『三五専録』

二■ ＝＝
■￣

■＝￣￣￣
二Ｆ舌＝＝-－－－￣￣

換頭

ユーーー＝
<長生楽>破

(横笛『博雅笛譜』前半）

■、■■

■■l■■￣」■■■■■■■■

＝
￣

￣

ロ■■■■

(同後半）

百 百

一一二二目…=室圓＝

段
段
段

一
三
五

；砂高Ｉ サ
サ
サ

サ
マ
ナ

コサ
シ

サ
モ
シ

イ
ム
ン

タ
マ
ナ

カ
シ

ノ
ト
モ

コ
カ
カ

カ
カ

モ
シ

￣

■＝￣ロー■'■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣－－￣■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■'■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■|■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■|■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■￣｣■■■■■■

<長生楽>破

(琵琶『三五要録』）

<長生楽>破

(横笛『博雅笛譜』前半）

拳＝￣＝￣＝＝＝
(同後半）
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